今朝 は、 家 じゅうが 目醒 しで 起きた。 Y が 京都へ 特 

急で 立つ の だ。 ゆうべ、 N 氏のと ころ を 訪ね、 十一 時 

すぎに 帰って から 風呂に 入った。 よく 眠り、 目醒 しが 

鳴った 始めの 方 を 聞き とれなかった らしい。 はっと 気 

がつ いたら、 茶の間で 盛に ォ テテ コ テン テン、 と 陽気 

にォ— ルゴ— ルが 鳴って 居る のでび つくりした。 家の 

目醒し は、 引越し 祝に N 氏から 贈られた もので、 普通 

の 目醒し 時計の ように ジ ジジジ とた だ やかましくなる 

ので はない。 時間に なると 粵調、 茉莉花と いう 支那 音 

楽の 節 をォ— ルゴ— ルで 奏す 仕掛けに なって 居る。 そ 

れが、 ォ テテ コ テン テン、 ォ テテ コ テン テン、 テン テ 



ン テン テ— ン、 テコ テンと いうよう に 聞え るの だ。 あ 

わて て 茶の間に 出て 見たら、 きつち リ片づ いた 卓子の 

上に 一 つ ころりと のって 居る 夏 蜜 W に 溢れる ように 澄 

んだ 朝日が さして 居た。 

Y 出かけてから、 私 は 改めて 一 寝入りした。 十 時半 

頃 起きた。 今月 は 雨が 多く、 鬱陶しく 壁の 湿つ ぼい よ 

うな 日が 続いた が、 今日は まがう かたない 六月の 天気 

だ。 爽やかで、 初夏ら しく 暑い。 暑く、 外 光の 燥ら か 

なのが 心 持よ い。 十七の 女中と、 閑静な 昼食 をた ベた。 

今頃、 Y は どの辺だろう。 汽車の 中 は 今日の よう 

な 天気で は 蒸す だろう。 Y は 神経質 故、 昨夜よ く 眠れ 



なかった 由 …… 

「Y さん、 きっと 眠が つて 居らつ しゃる よ 今頃 」 

読み かけて 居た 本な ど、 いきなり バタリと 伏せ 

「眠い！ 迚も 眠い！」 

と、 駄々 つ 子の ように 急に 眠たがる Y の 様子 を 思い 浮 

ベ、 笑い 乍ら 云った の だが、 女中に は 気持 通せず。 彼 

女 は、 飯 茶碗 を 胸に 高く 持って 坐った なり子 供ら しく 

ッ クン、 ッ クンす るよう にして 意味な く頰 笑んだ。 

「お前、 京都へ 行った こと ある？」 

「いいえ、 ありません」 

不図 彼女が 箸 を 持って 居る 袖口に 目が 行った。 私 は 



変な、 不快 を 覚えた。 単衣の 下に 見えて 居る レ— スが、 

私共の 肌襦袢に ついて 居る のと そっくりに 見える。 訝 

しく、 襟元 を 見る と、 あたりまえに 襟 をつ けず、 深く 

くって 細い 白羽 二重の 縁が とって ある。 私共 はいつ も 

そういうの を 着て 居る。 肌に ついて 居る もの だから、 

いきなり、 それお 前の？ ともき けず < 数が 減り、 

家 じ ゆうの 空気が ひどく 透明 で 澄んで 居る ので、 これ 

は 私の 心 持 を 曇らせた。 こればかりで なく、 今朝 机に 

向ったら、 硯屛の 前に 小さい 紙く ずが 一 つのって 居た。 

我々 が 常用す る 丸 善の ァ テナと いう 封筒の 屑で あ つ た。 

Y の 立つ たばかりの ところ だから、 何となく 愛 を 感じ、 
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